
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

3次元CAD ③ 8人 3人

人 第2種電気工事士 ③ 1人 1人

人 特許管理士 ③ 8人 13人

人

％

％

（令和 2

2 名 6 ％

（留意事項）

１．公表年月日（※１）

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した内容を公表

することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

■中退防止・中退者支援のための取組
定期面談及び随時の個別面談

経済的支援

制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無

※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　非給付対象

第三者による

学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無

※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

評価団体：私立専門学校等評価研究機構　　評価受審年月日：平成24年3月31日

評価団体：一般社団法人専門職高等教育質保証機構　評価受審年月日：平成31年2月15日

https://www.osaka-hightech.ac.jp/school/evaluation

平成31年4月1日時点において、在学者31名（平成31年4月1日入学者を含む）

令和3年3月31日時点において、在学者29名（令和3年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

精神失調による学業継続困難・友人関係によるモチベーションの低下

就職等の

状況※２

当該学科の

ホームページ

ＵＲＬ

https://www.osaka-hightech.ac.jp/course/bioscience

明治33年1月0日 時点の情報）

中途退学

の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

1年次よりキャリア開発の授業を実施し、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや具体的な就

職指導、面接練習を通して一人一人に合せた就職先にﾏｯﾁﾝｸﾞさせ

ていく。
■卒業者数　　　　　　 　　： 8

■就職希望者数　　　 　　： 8

■主な就職先、業界等（令和2年度卒業生）

主な学修成果

（資格・検定等）
※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
ﾀﾞｲｷﾝ工業㈱（家電）、ﾔﾏﾄｼｽﾃﾑ開発㈱（SE開発）、新生化学工業㈱（FA）、㈱ｵ

ﾌｨｽｴﾌｴｲ･ｺﾑ（設計開発）、ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾄﾄｰﾀﾙｼｽﾃﾑ（株）（ｿﾌﾄｳｴｱ開発）、㈱ﾌｼﾞｻ

（令和２年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれ

かに該当するか記載する。

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 8
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合

： 100

長期休み

■学年始め：４月１日

■夏季：８月４日～９月９日

■冬季：１２月２７日～１月６日

■学年末：２月２日～３月３１日　　　※コロナ感染症の影響により

変更予定

卒業・進級

条件

所定の科目のすべてに合格し、かつ出席率が６７％以上であるこ

と。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

学友会執行部・各種部活動前期・後期にそれぞれ定期面談を実施するとともに、出席状況や

成績、授業中の様子や学生からの申出によって、随時個別での面

談指導を実施している。 ■サークル活動： 有

学期制度

■前期： ４月１日～９月３０日

■後期：１０月１日～３月３１日

　都合により、変更する場合がある。

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

試験の素点、小テスト、実習実技、レポート、出席状況等を総合

的に評価する

20人（学科として40人） 9人 0人 2人 11人 13人

0時間 0時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
2940時間 1410時間 60時間 1470時間

認定年月日 平成○年○月○日

修業年限
全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化教養専門課程 生命工学技術科 ロボット専攻
平成27年文部科学省

告示第13号
-

学科の目的
本学科は、生活に密着したサービスロボット（医療・福祉・生活支援）の開発や製造を通して新しいビジネスに貢献できる人材を養成するために、カリキュラム設計段階

から講義･実習の実施まで業界の協力のもとに運営されている学科である。

06-6150-1301
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　大阪滋慶学園 昭和62年4月1日 浮舟　邦彦

〒532-0003

大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話）

大阪ハイテクノロジー専門

学校
昭和62年4月1日 近藤　雅臣

〒532-0003

大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話） 06-6392-8119

（別紙様式４）

令和3年7月30日※１
（前回公表年月日：令和 2年7月30日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



２．就職等の状況（※２）

 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、それぞれ、

「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。

（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。

②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」な

どを希望する者は含みません。

③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいいます。

※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、留学生、聴

講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。

（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について

①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。

②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者とはしません

（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。

（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学状況等につ

３．主な学修成果（※３）

認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格

を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果（例えば、認定学科の

学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

ロボット関連技術は機械設計、センサー技術、プログラミング、電子工学、組み込み技術など多くの技術の集大成である。企業等の

選定にあたっては、それらの技術レベルの高さと若年者への教育指導力のあるところを選んでいる。実際の研修内容に関しては、企

業等の現場指導者と事前に打ち合わせを行い、学生の志向性や能力レベル等も含めて研修プログラムを策定していただき、評価法

についても事前に企業等にも理解をいただくようにしている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

企業等の現場で、指導者のもと就業体験を行う。この間は企業等の従業員と同様のタイムスケジュールで行動する。研修前の事前

指導では、専門知識･技術の復習はもとより、研修の心構えや取り組み方、ビジネスマナーなど社会人としてのマナーやコミュニケー

ションについて指導を行う。研修終了後は報告書を作成し、下級生を対象とした報告会を実施している。さらに研修先を訪問してヒアリ

ングを行い、次年度以降の教育に反映する。また評価においては評価表を提示し、学生個々の評価をお願いしている。学校より、外

部研修等の依頼においては、学校法人とは直接的な関連の無い企業等を選出し依頼している。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）

　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

　　　②学会や学術機関等の有識者

　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（9月、1月）※例年は7月と1月だが昨年はコロナの影響で1回目が9月に実施。

教育課程編成委員会での議事内容、あるいは各委員からの助言、および業界等への調査結果などは、学科の教育課程における新

たな科目の設定、科目内容や授業方法の改善、ｶﾘｷｭﾗﾑの体系化などに活用するものとする。具体的な例として、委員から、「実験

の基礎が身についていることで、企業での応用が身につく」「企業では成果をどのように伝えるかが重要となる。その為にプレゼン

テーション力の向上が必要不可欠である」等の提案に基づき、基礎を徹底的に身につけるｶﾘｷｭﾗﾑ編成やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力を上げるた

め発表の機会を多くするよう授業内容の変更を加える等行っている。

（開催日時（実績））

第1回　令和2年9月24日（木）　17:30～19:00
第2回　令和3年1月20日（木）　19:10～20:30
0

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を

行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

ロボット分野は先端技術の一つであり、その進歩は非常に速い。また、サービスロボットはすでに実用化も速やかに進行している。専門学校においてこのような技術を教授する

には、産業界や学術関連の新しい情報を常に収集し、求められる技術の習得やカリキュラム編成に反映させることが重要である。またコミュニケーション能力などの社会人として

必要な基礎力についても、業界からの意見を反映して教育指導にあたらなければならない。業界等の意見を計画的に収集する手段の一つとして、教育課程編成委員会を設置

する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は理事会直轄の独立した委員会組織であり、学内の教務部や事務部とは別に運営される組織である。教育課程編成委員会の位置付け

については、「学校法人大阪滋慶学園　教務組織規則」「学校法人大阪滋慶学園　教育課程編成委員会規定」および組織図に明記されている。教育課程編成

委員会の意見は学校内で十分に検討した上で、学科のカリキュラムや教育指導内容に反映する。反映にあたっては学科長をはじめとする学科教員が主体的

に行い、必要に応じて教務部長、事務局長、学校長と相談・了承のうえ反映する。学則変更を伴う場合は、理事会の承認を得たうえで反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

鈴木　謙三 マテック八尾（八尾経営・技術交流会）
令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和○年○月○日現在

名　前 所　　　属 任期

赤澤　夏郎 株式会社プレンプロジェクト
令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）



②指導力の修得・向上のための研修等

所属法人主催研修（教員研修　8月・3月，教育マネジメントに関わる研修(7月・11月・2月）、（一社）滋慶教育科学研究所研修：マネジ

メント研修（10月）、FDミドルレベル研修（10月）、カウンセリング研修（10月,11月,12月）等

11月11日：生命工学技術科ロボット専攻教員1名　JASPAロボット技術部会セミナー2020に参加。ロボット技術の活用についてセミ

ナー。2月25日：生命工学技術科ロボット専攻教員1名　JASPAロボット技術部会セミナー2021に参加。介護現場におけるロボット・

IOT・AI開発に対する現場のニーズについてのセミナー。モノづくり現場における意識改革を感じ取り、講師への共有、学生への指導

に役立てた。

②指導力の修得・向上のための研修等

10月1日：カウンセリング研修事前MTに教員1名参加、10月20日：マネジメント研修に教員1名参加、11月10日：カウンセリング研修に

教員1名参加、12月2日：FDﾐﾄﾞﾙ研修に教員1名参加ォローアップ研修に教員１名が参加、1月20日カウンセリング研修事後研修に教

員1名参加。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

八尾市　経営・技術交流会主催　出場者技術勉強会　八尾ロボットコンテスト勉強会（10月）、マテック八尾　技術研修会（4月）

JASPA　ロボット技術部会セミナー2021

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

ロボット分野の進歩は非常に早く、幅広い分野で実用化が進んでいるため、教員自身が専門分野について学ぶための研修の充実が必要である。また、学生の

変化（学力、意欲等）も多様化しているため、授業の方法などについても新たな取組みが必要である。これについては学校内にＦＤ委員会を設置し学科教員を

対象とした研修を実施している。学校内および学園内で実施する研修は原則として参加が義務付けられており、学外で実施される研修については、教員の代

表者が出席してその内容について会議等で報告することとなっている。研修に於いては、学校法人　大阪滋慶学園　教員研修規定に定められている。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

学外実務研修

企業、大学、公的機関での研修・特別講演等を経て、社会の

ニーズや世の中のトレンドを把握し、実践的に考え、企、制作

へとつなげる術を感得することを目的とする。（特非）日本ファシリテーション協会、小浜市役所、芦屋市役所、明石市役所、神戸市役所他計10事業所

ロボットプロジェクトⅢ

製品開発プロジェクトを実施。製品の企画から考え開発し、専

門的なアドバイス・評価を得ながら、モノづくりの留意点を体験

的に学ぶ。 株式会社プレンプロジェクト

ロボットプロジェクトⅠ

ロボット作りの企画・構想・設計から製作まで必要となる知識や

技術について学ぶ。他科目で学んだ知識をもとに、企業連携授

業により設計したロボットを現場で製作、加工を行う。その際

に、ロボット製作現場で必要とされる知識・技術を学ぶことを目

的とする。 有限会社 たくみ精密鈑金製作所

ロボットデザイン実習
企業と連携し、商品のコンセプト、スケッチ、造形を行いうことで

実践的な手法を身につける。
株式会社ナニワネジ

学外研修

ロボット関連企業での就業体験により次の成果をあげることが

目的である。①専門知識・技術の向上（現場で要求する技術レ

ベルを知る）、②仕事に対する意識･意欲の向上（報告書や納

期の大切さを知る）、③社会人としてのマナーやコミュニケー

ション力習得、④今後の就職活動の展開や将来のキャリア設

計につなげる。株式会社ＡＴＯＵＮ、株式会社プレンプロジェクト、株式会社テムザック、バイオシグナル株式会社、社会福祉法人　兵庫県社会福祉事業団福祉のまちづくり研究所他（6事業所）

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。
科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別
保護者代

表
保護者代

表

地域代表

高等学校

卒業生代

表
卒業生代

表
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員

ナカライテスク株式会社

一般社団法人　i-RooBO Network Forum

学校法人　大阪成蹊大学

公益社団法人

和歌山県柔道整復師会

公益社団法人　大阪府鍼灸師会（奥本鍼灸院）

一般社団法人　大阪府臨床工学技士会（医療法

人　蒼龍会　井上病院）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ）

URL:http://www.osaka-hightech.ac.jp/common/doc/school/disclosure/09_gakko_hyoka3.pdf

公表時期：令和3年7月30日

田中　幸恵 近隣関係者
令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

山口　道弘
地方独立行政法人　大阪府立病院機構

大阪はびきの医療センター

令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

林　明美 保護者代表
令和2年4月1日～令和4年3月

31日（２年）

谷本　みゆき 保護者代表
令和3年4月1日～令和4年3月

31日（１年）

釜本　浩明

胡本　晃敏

木村　政義

小西　正和

坂本　俊雄

臼井　達也

尾藤　何時夢

奥本　憲司

山本　桂

精華高等学校

生命工学技術科卒業生

臨床工学技士科卒業生

兵庫医科大学病院

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員会での議事内容、および学校関係者評価委員より得られた意見等は速やかに学内で討議を行い、必要に応じ

て具体的な改善を図る予定である。現状は退学率･資格合格率改善を目標に月１回教員全員参加の会議を行い、意見交換・事例発

表等行っている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和3年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令遵守、個人情報保護、自己点検･自己評価とその公開
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献活動、ボランティア活動
（１１）国際交流 国際交流の取組み

（６）教育環境 施設･設備、学外実習、防災体制
（７）学生の受入れ募集 募集活動、教育成果の開示、入学選考、学納金
（８）財務 財務基盤、予算･収支計画、会計監査、財務情報公開

（３）教育活動 学科の教育目標、教育到達レベル、カリキュラムの体系化と科目配置、キャ
（４）学修成果 就職率、資格取得率、退学率、学生･卒業生の社会的活躍
（５）学生支援 就職支援、学生相談、経済面支援、健康管理体制、課外活動、生活環境支

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念･目的･育成人材像、学校の特色、学校の将来構想
（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事制度、意思決定システム、情報シス

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価

を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校の諸活動においてその方針と評価結果を公表することは、開かれた学校として当然の責務であり、また学校外の方々からフィー

ドバックをいただくことは学校運営の改善につながることでもある。

本校では「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、毎年、自己点検･自己評価を実施する。その結果について学校関係者

評価委員会において説明を行い、学校関係者評価委員より評価をいただいている。学校関係者評価委員会には、学校長や教務部長

などとともに、学校関係者の代表として学生の保護者、卒業生、高等学校、地域、業界からが委員として参画している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他 社会貢献･地域貢献、高専連携、ボランティア活動
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:http://www.osaka-hightech.ac.jp

（８）学校の財務 法人財務状況
（９）学校評価 自己点検･自己評価と学校関係者評価、第三者評価
（１０）国際連携の状況 国際交流

（ホームページ）

（５）様々な教育活動・教育環境 入学前教育、資格サポート、就職サポート、施設･環境
（６）学生の生活支援 学校生活サポート、Work & Study、クラブ活動・学生寮、保護者説明会
（７）学生納付金・修学支援 学費一覧、学費サポート

（２）各学科等の教育 教育システムと教育スケジュール、学科の教育目標、教育課程、学科紹介、学年暦
（３）教職員 学校長挨拶、教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 学外実習、学外研修の手引き、特別講義･業界講演、海外研修、卒業研究･課題研究、就職フェア、生涯教育システム

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

自己点検･自己評価結果等、学校運営や教育活動に関連する情報については、積極的に公開して広く社会に対する説明責任を果た

すとともに、公正で透明性の高い運営を推進し、教育活動の改善や社会からの信頼の獲得に資することを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 建学の理念、大阪滋慶学園について、学校の沿革

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情

報を提供していること。」関係
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1 ○
ベーシック数

学

メカトロニクスやエレクトロニクス、プログ

ラミング等で求められる基礎的な数学を学習

する。

30 2 ○ ○ ○

2 ○ 力学Ⅰ･Ⅱ
力学の概念と法則を、体験やもの作りを通じ

て本質的に理解する。
60 4 ○ ○ ○

3 ○

コンピュータ

ベーシック実

習Ⅰ･Ⅱ

PCの基本操作から始まり、Excel･Wordを用

いた基本的な操作などを学ぶ。
60 2 ○ ○ ○

4 ○
ベーシック英

語

工業の分野を中心とした専門英単語から、英

文読解など基礎の英語を学ぶ。
30 2 ○ ○ ○

5 ○ 化学Ⅰ
原子、分子、イオンなど物質を構成する基本

的な粒子や物質の化学的性質について学ぶ。
30 2 ○ ○ ○

6 ○ 化学Ⅱ
分子結合、結晶格子、化学反応など物質の構

造や化学変化の理論について学ぶ
30 2 ○ ○ ○

7 ○ 基礎化学演習
有効数字、分子量、濃度計算など化学実験に

必要な計算スキルを身につける。
30 1 ○ ○ ○

8 ○ 分析化学

酸・塩基、酸化還元、溶液の濃度、容量分析

法、定性分析などの分析化学の基礎・原理を

学ぶ。

30 2 ○ ○ ○

9 ○

コンピュータ

キャリ アト

レーニング実

習

グラフや表を加えた文書の作成や、パワーポ

イント、Excel統計について学ぶ。
30 1 ○ ○ ○

10

キャリア開発

講座Ⅰ（キャ

リア教 育実

践）

効率的且つ実際的なキャリア設計を行うため

に、導入教育を踏まえ、業界情報や勉強の仕

方などから学び方・生き方・働き方を考え

る。

30 2 ○ ○ ○

11 ○

キャリア開発

講座Ⅱ （ロ

ボットトピッ

クス）

業界、職種を業界講師よりの講義を通して、

ロボット業界について学ぶ。
30 2 ○ ○ ○ △

12 ○

キャリア開発

講座Ⅲ（就職

ガイダンス）

自己分析の仕方、SPI、面接のポイントなど

就職活動に関する様々な事項について学ぶ。
60 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程バイオ・再生医療学科）※生命工学技術科バイオサイエンス専攻

分類

授業科目名 授業科目概要

配

当

年
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・
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期

授

　

業

　

時

　

数

単
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数

授業方法 場所 教員
企

業

等

と

の

連

携



13 ○

キャリア開発

講座Ⅳ（就職

試験対策）

一般教養試験・SPIなど就職試験として課さ

れる筆記試験の対策を行う。
60 4 ○ ○ ○

14 ○

キャリア開発

講座Ⅴ （コ

ミュニ ケー

ション技法）

コミュニケーションに対する技法及び意識を

身に付け活用する術について学ぶ。
30 1 ○ ○ ○

15 ○

キャリア開発

講座Ⅵ（就職

面接演習）

就職試験のための面接演習を行う。 30 1 ○ △ ○ ○

16 ○ 英会話
英会話の初級レベルについてネイティブに学

ぶ
30 2 ○ ○ ○

17 ○
TOEIC対策講

座

TOEIC600点以上のスコアを目標とした対策を

行う。
60 2 ○ ○ ○

18 ○
国際ロボット

特論
海外のロボット分野の動向等を知る。 30 2 ○ △ ○ ○

19 ○
エレクトロニ

クスⅠ

ロボットを構成する電子部品、機器を学習、

実機（部品）を通じて回路と機器関連を習得

（回路学習やはんだ付け実技の前座となる）

30 2 ○ ○ ○

20 ○
エレクトロニ

クスⅡ

ロボットのエネルギー源、電池を学び、セン

サの役割と機器を結びつけるコネクタの役割

を習得。

30 2 ○ ○ ○

21 ○
ロボット制御

の基礎Ⅰ

市販の二足歩行ロボット等を使って、ロボッ

トの概要、モーションの設計、フィードバッ

ク制御まで学習する。

30 2 ○ ○ ○

22 ○
ロボット制御

の基礎Ⅱ

ロボットの中心となるマイコンの理解を深め

るため、実践的な組み込みソフトを学習す

る。

30 2 ○ ○ ○

23 ○
電子回路実習

Ⅰ

アナログ・デジタル回路の部品の特性を理解

し、回路設計の仕方を習得する。
60 2 ○ ○ ○

24 ○
電子回路実習

Ⅱ

電子回路シミュレーターを使って、PLD設計

とCAD設計を習得する。
60 2 ○ ○ ○

25 ○
電気・電子応

用

オペアンプの特性と応用、回路の実装技術の

基本を学習（放熱対策、ノイズ対策、配線材

の選択と結束等）。

30 2 ○ ○ ○

26 ○
ロボットビジ

ネス概論

ロボット、先端技術分野で新しい事業を考え

るために、必要な能力を持つ人材を育てるた

めの講座。

30 2 ○ ○ ○

27 ○
ロボットデザ

イン

商品を設計する上で知っておくべき、デザイ

ンに関する知識を学習する。
120 8 ○ ○ ○



28 ○
ロボットデザ

イン実習

商品のコンセプト、スケッチ、造形を行い、

より実践的な手法を学ぶ。
120 4 ○ ○ ○

29 ○

デジタルデザ

イン実習Ⅰ･

Ⅱ

CGの基礎について学び、描画ソフト、画像加

工処理、アニメーション制作などを行う。
60 2 ○ ○ ○

30 ○ Web制作実習
DTPやWeb制作に必要となるソフトを基礎を習

得する。
30 1 ○ ○ ○

31 ○
ホームページ

運営

Webサイトでの情報発信の手法やSEO対策な

ど、運営方法について学ぶ。
30 1 ○ ○ ○

32 ○
プログラミン

グ実習Ⅰ

プログラムの動作環境となるコンピュータ

ハードウェアの理解アプローチから、プログ

ラミングの基礎を学習する。

60 2 ○ ○ ○

33 ○
プログラミン

グ実習Ⅱ

コンピュータハードウェアとOSの関係性の理

解から、プログラミングの応用力を身に付け

る。

60 2 ○ ○ ○

34 ○
ソフトウェア

実習Ⅰ

スマートフォンアプリの開発環境の設定から

簡単なスマートフォンアプリが作成出来るま

での基礎を学ぶ。

60 2 ○ ○ ○

35 ○
ソフトウェア

実習Ⅱ

スマートフォンアプリとセンサーやマイコン

との連動、通信方法、制御方法について学

ぶ。

60 2 ○ ○ ○

36 ○
デジタル回路

Ⅰ･Ⅱ

デジタル回路の基本から学び、ロジック回

路、パルス信号、ICの特性や実装方法につい

て学ぶ。

60 4 ○ ○ ○

37 ○
３ D CAD 基

礎

３ＤＣＡＤ基本操作を学ぶ。

部品作成、組立、曲面デザインが出来るよう

になる事を目標とする。

120 8 ○ △ ○ ○

38 ○
３ D CAD 応

用

実戦的な開発モデリング手法を学ぶ。前期：

指定するロボットの開発モデリング、後期：

卒業テーマとして自由開発とする。

60 4 ○ △ ○ ○

39 ○ 製図Ⅰ･Ⅱ
機械設計業務に必要な製図に関する知識を習

得する。
60 4 ○ △ ○ ○

40 ○ 材料力学
機械設計業務に必要となる材料選定に関する

知識と基礎的な強度計算方法の習得。
30 2 ○ ○ ○

41 ○ 機械設計Ⅰ
機械設計に関する基本的な要素として材料強

度、加工精度などについて学習する。
60 4 ○ ○ ○

42 ○ 機械設計Ⅱ
具体的な設計例をもとに機械設計に関する応

用力を身に付ける。
30 2 ○ ○ ○



43 ○ 機械設計演習

機械設計に必要な知識である機械力学、流体

工学、熱工学、機構学などに関して演習を通

して理解を深める。

30 2 ○ △ ○ ○

44 ○
メカトロニク

ス基礎

メカトロニクスを構成するセンサー、アク

チュエーター、機構、マイコンの基礎を学習

する。

30 2 ○ ○ ○

45 〇 ○

組み込みシス

テムプログラ

ミング

具体的なメカを制御する実践的な組み込みプ

ログラミングを通して、メカトロニクスの応

用力を身に付ける。

30 2 ○ △ ○ ○

46 ○
計測制御プロ

グラミング

FA(Factory Automation)など産業分野にお

ける計測や制御の基礎知識を身に付け、シー

ケンス制御やソフトウェア開発の基本を学習

する。

30 2 ○ △ ○ ○

47 ○
アクチュエー

タ

制御用モータを中心に、基本的な性質と仕組

みについて学習する。
30 2 ○ ○ ○

48 ○
センサー回路

実習

各種センサーの特性を学び、活用した回路の

設計・製作方法を実習を通して学ぶ。
30 1 ○ ○ ○

49 ○ 英文購読
英語論文の講読を通し、英文の読解力をつけ

る。
30 2 ○ ○ ○

50 ○
工業英検対策

講座
工業英検4級合格に向けた対策授業 30 1 ○ ○ ○

51 ○
特許管理士対

策講座
特許管理士初級合格へ向けた対策授業 15 1 ○ ○ ○

52 ○
アマ無線対策

講座

第四級アマチュア無線技士試験の合格を目指

した対策講座。無線工学と電波法規について

学習する。

30 1 ○ ○ ○

53 ○

マイクロソフ

トスペシャリ

スト対策講座

マイクロソフトオフィススペシャリスト合格

に向けた対策授業
30 1 ○ ○ ○

54 ○

CAD 利用技術

者基礎試験対

策講座

CAD利用技術者基礎試験の合格を目指した対

策講座。
30 1 ○ ○ ○

55 ○
危険物取扱者

試験対策講座
危険物取扱者乙種4類合格へ向けた対策授業 30 1 ○ ○ ○

56 ○
3次元CAD試験

対策講座Ⅰ

3次元CAD利用技術者試験2級の合格を目指し

た対策講座。3次元CADの概念や機能、データ

管理や活用方法に関して学習する。

30 1 ○ ○ ○

57 ○
3次元CAD試験

対策講座Ⅱ

3 次元 CAD 利用 技術 者 試 験準 1 級 及び

SolidWorks認定技術者（CSWA）の合格を目

指した対策講座。

30 1 ○ ○ ○



58 ○
電気工事士対

策講座Ⅰ

第二種電気工事士試験の合格を目指した対策

講座。筆記試験対策を中心に行なう。
30 1 ○ ○ ○

59 ○
電気工事士対

策講座Ⅱ

第二種電気工事士試験の合格を目指した対策

講座。技能試験対策を中心に行なう。
60 2 ○ ○ ○

60 ○

知的財産管理

技能検定対策

講座

知的財産管理技能検定3級合格へ向けた対策

授業
30 1 ○ ○ ○

61 ○
基本情報技術

者対策講座

基本情報技術者試験の合格を目指した対策講

座。テクノロジ系の知識とプログラム言語問

題を中心に対策を行なう。

30 1 ○ ○ ○

62 ○
ITパスポート

試験対策講座

ITパスポート試験対策講座の合格を目指した

対策講座。
30 1 ○ ○ ○

63 ○
ロボット・プ

ロジェクトⅠ

ロボコンに向けたロボット製作に取り組む。

また企業での学外実習で、ロボットの部品製

作を通して、現場の機械について学ぶ。

90 3 ○ ○ ○ ○

64 ○
ロボット・プ

ロジェクトⅡ

社会にある様々な問題に、ロボット技術の視

点から取り組む。問題発見と解決にいたる過

程・方法を実践により学ぶ。

180 6 ○ ○ ○

65 ○
ロボット・プ

ロジェクトⅢ

製品開発プロジェクトを実施。製品の企画か

ら考え開発し、外部に発信・評価をもらう。
120 4 ○ ○ ○

66 ○ 学外研修

ロボットに関わる企業や公的機関でのイン

ターンシップを通じて、専門技術・コミュニ

ケーション力、社会のマナーを身につける。

240 8 ○ ○ ○ ○

67 ○ 学外実務研修
企業、大学、公的機関での研修を通じて、実

践力を高め、社会人となる準備とする。
480 16 ○ ○ ○

68 ○ 卒業制作
これまでに学んできた知識・技術を活かし

て、オリジナルのロボット製作に取り組む。
240 8 ○ ○ ○

69 ○ ＴＡ実習
実験補助を通して、総合的に知識・技術・コ

ミュニケーション力・指導力を身に付ける。
240 8 ○ ○ ○

70 ○
ロボット専門

ゼミ

専攻分野別（製作、修理、設計・デザイン、

情報）で必要となるスキルと知識について学

ぶ。

60 2 ○ ○ ○

71 ○
滋慶選択科目

講座

滋慶グループ４校で開講される各講座から、

資格取得・就職対策・趣味等に活かす授業。
60 4 ○ △ ○ △ ○ △

71科目

卒業時に必用な時間数は2,940時間とする
１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

4335単位時間(   192単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計



２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
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